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序

本報は本道の主要 樹種 たるヤチダモの 

造 林 地 に 發 生し、 大害を奥ふ る カター 

ザシムシ、 ト ドノネオホワタムシ、 マへ 

アカスカシノイがの形態、 生態、 防除 

法に開し、 技手井上元則を して調査せ し 

めたるものにして、 特に トド ノネ オホ ワ 

タムシはトドッの根にも寄生するもの 

なるを以て、 ャチ ダモ 及 トドマッ 林造 成 

上参考となるべきものありと認め、 玆に 

時報として掲ぐるとととす。

北海道林業試驗 場 長

終年 石原 供 三
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ャナグモ 造林地に發生す る 苫識と 

防除法に就て

(アカ クマ ザ ウム シ、 Iドノネオホワタムシ、 

ヘゲカスシノメイ にﾡする間査報告)

技 手 井 上 元則
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緒 言

本道の主要樹種2るヤチダモ (Fraxinus mandschurica Rupr.) は 

建築材、器具材、機械材、飛行機用材(プロペラ及支柱) 楽器材、 

土木用材、車輛材、ﾡ作材、ﾡ炭材、栗の模擬材等に利用せられる 

特種樹種て、之が價格は道産濶葉樹中最高位にある。随つて時局相 

盛んに伐採利用 されて ゐる のて, 之が資源の確保は極めて重要な問 

題でなければならない。本道の各森林機關は以前より之が造林に着 

手してゐるが、當局は民間に對しても盛んに獎勵してゐる。然るに 

ャチダモ には數種の害眼があ る。就中 アカ タマ ザ ウム シ、 トドノネ 

オホ ソクムシ、 マヘアカスカシノメイ ガ等が連多ﾡ後生加害する 

と合は、生長 を著しく 阻害 し、ﾡしきは逆に枯死に至らしびる。 

上r地の適否を誤ると 2は一層枯死を促進せしめ、往々成林不可能 

な場合を生ずる ことがある。三種の中最も恐るべ 2 アカタマザウム 

シの害蟲としての記錄は、本編が最初てあり、從來北海道よ り未記 

ﾡの珍種である。又トドノ ネオホワタムシは春. 秋、冬はヤチダモ 

に夏は トドマツの根に生活し、南樹種に加管する極めて面白合審 

てある。茲ト三害蟲の形態生態及防除法 を記し、林業関係者の御会 

考に供さんとするものてある。

前本間査に常 り 和 々 御指導 と 御鞭撻 を賜 りe る 場長林學博士イ原 

供三氏に深謝の意を表する。交種々御指導と御扱助を賜りなる農4 

博士内田登一氏、周河野廣道氏に感謝の意を表する。又被害状間 

査に際し種々御援助を與へられた札鐵技師驚谷浦雄氏及防雪林掛並 

に函館潛林晶署關係各位に對 し感謝の意 を表する。

I アカタマザウムシ

一 昆ﾡ分類學上の位置名ﾡ



有目 Rhynchota

象昇ﾡ科 Curculionidac

タマザッ族 Cionini

アカタマザウムシ Stereowyclunstloracicns Iaust (1887)

誌 本ﾡの名に開してに Ciotts (.Szercoゥ'cls) oclruceusHustache (1920) と し 

て4合に我表され:こ とあるい、 木商に於てi wingelmiiller"A. (1937)に従ひi 

記 の筆 名 を用 ふ。 ・

=形 態

成 蟲

頭部は黑色、前胸背面の中央及翅鞘'部の背面の地色は光澤ある赤 

褐色又は褐黑色に して、個ﾡに依 り 非常に菱化あ り。前ﾡ背面小央 

に廣きl色帯ありて、其雨側よ り 翅鞘部前緣の兩側 に亘り て 薄茶 

色の斑紋を有す。口吻及複眼は黑色、脚は光澤ある赤褐色。

前胸部は翅鞘部 よ り著しくm狭し、翅鞘、都には數條の熱刻縱溝あ 

り。口吻は稍短かく下方を向き' 少しく變曲し、先端は稍鋭？丸鑿 

状を呈す。觸角は口吻の中央よ り少しく前方に位し、 末端は球ﾡ映 

にして、先端に至る に從ひ順次膨大 し. 短毛を有す。ﾡ節の内仙末 

端部に近く一個の刺をかし、附節の先端には一個の爪 を有す。脚及 

版面 に は灰色又は茶色の短毛 を生ず。體長 5 ﾡ内外。

幼 美

幼蟲は淡綠黄色又は黄色に して背面中央に黒色の一縱線あ り。頭 

Wはﾡ色. 無脚にして一見帖蠟狀 を呈す。體 よ 一稲の納を分 

し ャチ ダモ の葉裏 に寄生食害 す。體長 7 ﾡ前後。

繭

前は小豆状を呈し、淡ﾡ色不途ﾡなり。前はﾡ』り分泌せる粘液 

の凝固せる ものにして光澤あ り。長4-5相、巾 3-4春。

商内のﾡは白色又は淡黄色にして間長は3.5-4.5祀、前後に継

しU形を呈す。 期は8-12日。

第1岡 アカクマザサ ムシ成砂 (原岡)

第 2 圖 カタマザウムシ 幼ﾡ (原岡)

三分 布

シベリヤ、日本 (本州) 北海道 (新記錄)(山越郡 ・ 網走郡)

四食餌植物及被害状況

本種は ヤ チ ダモ の幼壯齢木に寄生 し、幼蟲及成蟲共に加害する。 

幼蟲は葉裏に附着 し葉内 を企害 し、葉脈及葉表は薄く 残和す る。幼 

蟲 多數發生す る と e は葉は食害部の周園 よ う ﾡ養 し遂に枯凋する。 

幼蟲の行動は稍緩慢にして、自體より分泌する粘液に依り.葉裏に 

密着し容易に墜落しない。地中の節よ り羽化せる成蟲は直に樹幹を 

統り、主と して葉柄及新芽(明年開芽すべ？)の部を食害する。 

葉柄がみ切 られると9 は、之に附着せる數葉は一時に枯凋脫落す 

る。又翌年開芽すべ？ 新芽の基部が穿孔食害せられる と？ は、翌年
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開茅せざる ものが働くない。殊に秋季10月頃登生する成ﾡはヤチダ 

モ格葉後なるを以て、殆と新芽の基部を穿孔加害する。黒岩地方の 

鐵道防雪林の *チダモ の枝が林損す る の は主として 氣象的被害 と 本 

蟲の被害に基く 様てあ る。其證據には枯死せる枝の頂上を仔細に觀 

察すれば,本蟲の穿孔を受けないものが殆と無いからである。斯の 

如 く 本当は ャチダモ 林造成上恐 るべ9 害費て あ る。

五經過習性

(1)成 蟲

(A) 成当の出現

成曲は7月中句、下旬及10月上句に探集せられなる照よ ら考祭し 

て、年9回は確質に殺生するが如くてある。商して昭和14年10月8 

日採集せる と2 は、樹上にて交尾中 (第7聞) の もの多數發見 した 

が、常時旣にャチダモは落葉して居り,成豊は盛んに新の共部を 

食害してゐた。乙乙に於て成蟲越年なりや,卵子にて越年なりや、 

或は蛹にて越年な り やは、甚疑問の生ずる と ころてある。ﾡ洲に産
(2(0)

し本種に近緣の Cionus fraxini Deg. なる種は、箇所に依り年1-3 

同發生し,成蟲にて越年し早春卵を葉裏に産下すと云ふを以て、本 

種も斯かる經過をとる ものな や、今後の調布に俟って明かに した 

vo

(1) 成蟲の活動狀況

成屋發生と同時に鉢植のャチダモ 2 年生に寄生せしめ、金網を 

施して観察したるに、夏期の成撮は小葉を食害するより、寧ろ新芽 

及葉柄の基部を囑り、葉柄に着生してゐる數枚の小葉を、一時に枯 

凋脱落せ しぴる 害の方が大 ev。(7月20日 ﾡ察第 4 圖)。成ﾡの歩 

行 は 比較的 敏活で あ つ て、外敵 に 會へ ば體 を 縮め落下 す る 性質が あ 

る。成蟲の野外落命は明瞭な らざる も伺育せるものては2一3週間て 

あつな。

(2) 幼 蟲

(A) 幼費の出現

幼ﾡの第1回盛期は 6 月下旬にして、此頃老熟せる幼蟲多數ヤ 

チグモの葉裏に寄生せ り と云人。(入雲保線ﾡ員関ﾡ敷江氏談)7月 

上旬殆と一齊に営繭 し其中にて蛹化する。I和15年7月11日には黒 

岩防雪•林に於て 僅か數頭の幼蟲發見せる に過きず、95%以上崎化済 

てあつな。幼議の第2同義生期は s 月下旬て札鐵防雪林當局の談に 

(iれば、I和14年 8 月 26 日 黑岩防雪林に て 多數の幼蟲發見せ り と 云 

人 0

以上 よ り 幼蟲は 6 月 下旬. 8月 下旬の 2回彼す ること は明かて 

ある。』ち第1同よ り第2回の期間は約60nの間附あり、本ﾡの 

一代に相常す る も のてあ ら っ。依って 本規は 寒國では年 1 同吸國 

ては年 3 同以上も殺生 し得る可能性があ る。

(1) 幼检の 活動狀況

幼ﾡは厳よ り一種の粘液を分泌し、ャチダモの葉裏に寄生し、葉 

内 を食害 し葉脈及葉表を薄く 殘す傾向があ る。行動極めて緩慢なれ 

ども、粘 液 に 依 り 葉裏 に 密着 し 容易に 墜落 しなv。

(3) 替商況

ャ チ ダモ 被害木下の土中 (地下 1極位の ところ) 又は ャチ ダモ の 

葉、 棋、 枯離事、落葉の積下に谷蘭する。中には"チダモ葉変に 

ﾡﾡせ るものもあれ ど大部分土中 に蕾繭 す る。 岩防雪林に於け る 

目通 り直種4梅、樹商高3米のヤチダモの樹幹投影面積内の地下ﾡ蘭 

數を調査せる に,10福不方に付ﾡ元ては20頭内外. 根元よ り50ﾡ附 

近ては9頭内外、根元よ り 1 米 を離れた樹冠投影面積外では、皆無 

の狀態であつ：た。

六自然界の制栽

ァカターザッ ムシには種々の天敵がある と 思ふ が、今囘被害林地
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第3園 アカタマザッムシの成曲

(飼育試験中のしの) 

m和I547月16H

第4回 フカメ*ザシムシ成のヤチ火モ

秋状(飼試吸のも の)

I和154F7月 2011

に於て、任意採集せる繭よ り發生せる天敵を調査したるに、第1表 

の如 く て あつな。

以上の結果よ り見る と、ﾡから完塗な成戦になつなものは33%て 

あって. 殘 り の67%はイ ザッ ヤ 菌の一種及寄生蜂 (Jicrocryns 

saA^oroeusis Uchidn) 其他の原因で斃死 してろる。特に イザッヤ商 

の寄生が33% もあり、意外の多數に上っ て み るのは治目 すべ こと 

て、激害地に對 して は本菌の利用に依る駆除法が考へ られる。

七 ﾡ 除 法

本ﾡのﾡ除法と して次の方法がある。

(1) 本殺は外敵に會へば直に落下する 性質があ る のて、成戯期 

に被害木の下に天幕又は廣 a 白布 を敷 合、成費を 叩 9 落 し殺数の上

第5園 アカ クマザウムシ幼蟲の

Yチダモ彼ﾡ状況 

m和1547月II日

第6固 アカメマザッムシ のﾡﾡ状況

(ヤチ火モ秋害木下上)

第 7 圖 カダマザッムシ の新

芽食害状況(交尾中)

I和14410月 8 II

第8園 デカダマ ザ ッムシ のボ 

M和I547月1I

昭利15年7月I1l

第 1 表 任意に探集せる アカ タマ ザ ウム シ蛹の健否調

昭 利 15年7 月 30 日

fi 所 ,健全に して成巡
___________ ﾡ生 せ ろも の

山I越長が部村 グ る

字ロック、黒岩 30 33
一國緯防雪林

の仏及合
イザリヤ商

獲生製死」
ケ 霧

30 33

寄生蜂發生

製を 死

ケ a
17 19

仙 原 因 

不明のりを死

ゲ %

14 15

合

9l

計

ろ

100 第9圖 山越郡八雲町字黒岩防雪林 

生長北似的好な る 崎所

第1C圏 山越郡八雲町守黑岩防雪林 

に於ける被害林況
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處分する こと。 ・

(2) 防雪林の如 e 小面積の林地に於て は幼蟲期に砒酸鉛、ﾡ酸 

石灰液を撤布する乙と。

(3) 本種の幼趣と綿蟲と を同時に驅除せんとする には、硫酸= 

コ チ ン加用砒酸鉛石灰液又は硫酸 ニ コ チ ン加川戒酸イ灰液等を布 

する こと。

(4) ザッ ヤ菌の人工培養を行ひ人工接種の方法が考へられる。

(5) 烏巣箱の架設に依り 鳥類 を誘致 して驅除せしめる こと。

II トドノネオホワタムシ

- 昆蟲分類學上 の位W並名 稱

有ﾡ目 Rhynchota

納豊科 Pemnphigid.e
納費族 Pemphigini

. (5)
トドノネオホワタムシ Procdhluilns orielsis MMordlwilko

二 形 態

第一代典 (基礎世代)(成熟幹母)

體は暗英褐色に して背面には救催の横線をす。ﾡ及ﾡはﾡﾡ 

色、脚は川ﾡ色にして、ﾡ節の端及附衝は黒色、尾片及臀板は黒 

色。

ﾡはI く非常に短 く、ﾡの四分一に して五節な り。第一衝は 

第二節よ り巾廣？も短かし。第三節は最長にして、第四節の二倍あ 

り。第節は第一、第二節の和 と 等長。第元飾の鞭状部は非常に短 

かく して銳からず。第四及第五節は各々第一次感覺板を有す。口M 

は巾廣く して短か く、第一基節の少しく まて遊す。

脚はlく長モを行す。後附節はﾡ第四、第五節の和と等長、 

頭。胸及腹部は發達せる蠟腺を備ふ。

體長3.S相、體1.7相、ﾡ角0.S相、後腿節 L10 耗、後脛節 L60 程、、 

後附節03;紙。

第二I代豊 (移動世代)

體は暗赤褐色にして、腹背而に數條の黑帶及腹節の兩側には黑黒 

をす。

頭及目 は黒色、中胸は黑褐色、ﾡは初色、第三、第四及第節 

の先端並に第六節は黒色、口物は褐色にして先端は: 黑色。脚は該柳 

色にして腿節の上半、脛節の先端及踊節は黒色、翅脈は褐色にして 

翅斑は綠褐色。 、

ﾡ角は大衝、體長の三分一にして短毛 を備ふ。第一節は第二節に 

等しく、第三節は最長にして第四、第五節の和に等し。第四節は第 

玉衛よ り 少しく 短小、第六節は第五節 よ り幾分長し。第二次感覺板 

は第三、第四、第五節上にあ。部分的に環紋とな り一列に並ぶ。

敷は第三ﾡ上に22-29、第四節上に6一13, 第五節上に 4-10あ 

り。

口吻は第二基節の附近に逹す。翅脈は完全、翅斑は稍狹く徑分脈 

は少しく 發曲す。蠟腺は頭胸,版部に存在す。一ﾡはmく して頭部 

にあり。一對は前胸に あ り、三角形 を爲す。一對は中胸部にあ り、 

卵形をﾡ し大さ不同 な り。脚は長 く 稍長 9 モを有す。體萇 4.2-4.6 

ﾡ、觸角 1.32-172 耗、前場更6.0祀、I2.0ﾡ、後腿節 125 耗. 後艇 

節2.0. 後附節は0.44相。

第四世代 (産性世代)

體色は移動世代の有翅雌振応同じ。觸角は長く體長の半より稍大 

な り。第一節は第二節 よ り 巾廣く 長さ は略券長。第三節は最長にし 

て第四、第五節の和 よ り少しく短かし。第四節は第五節 と 等長か或 

は少しく 短かし。第六節は第五節よ り幾分短か？ か,或は第四節と 

等長。第二次成ﾡ板は事状を爲し、第三、第四、第五、第六節上に
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あり。即ち第三節には19-28、第四師には11-14、第五節には12- 

16、第六衝には6 - 9、第五、第六節は各々 惧I形(こして、等大の第一 

次度ﾡ板を行す。

口吻は稍長く して細く、第三脛節に達す。脚は細く、移動世代の 

行場数のそれ り短かく、利長きモを行す。蠟腺は發達し、頭部の 

一封はNく 大さに變化あ り。前胸部の一對は精圓形、中胸部の一對 

も締聞形、後胸上の一對は殆 と 前胸部上の もの と 同様な り。購部に 

は雨側に 7 對の大な る m 3 銀駅 を行す。

翅は春の有翅胎生雌蟲の構造に同じ。

・民33-, 無ﾡは171-187相.前場は長さ40年.ltl.iore 

後側節0.88相、後呼節1.44相 ・ 後銅節0.29界。

三分 布

ァ ム ー ノレ地方、ウスリー 地方、ウラジオストック、様太、北海道 

- 山。

四 食ﾡﾡ物及徴害状況

本蟲は一生環の間に、食観植物を發更する種類であって、次の如 

くてある。 .

主寄主(冬寄主)はヤチダモ、アヲダモ、→シドイ、 ライラック。
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中間寄主 (以寄主) は ト ドマツ

第12園 トドノネオポソタムシ第三代当 (原) 

Exsulaus第 1 蹄蟲

ャ チ グモに物生 してゐ るのは秋か ら 翌春 までであっ て、被害は主 

として春に發生する。被害部分の葉は捲縮して、丁度鳥の)巢の様な 

形を呈し、所謂僞報Iを形成する。 被害は5一6月下旬ての間第 

一代及第二代豊につて道られるものてあるが6 月下イー7月 

上旬 に第二世代の有翅線が發生 し、トドマ ツ に移住 す る ので夏 は ヤ 

•チダモの被害は無い。僞蟲痕がャチダモの梢頭部に發生せる とき、 

上仲長 を 阻害 される こ と ある も,他の場合ては 7月上仰 よ b 本攝. 

の寄生が無 く な るので、僞線獲の摧縮は漸次囘復す る も のであ o て 

本蟲の ヤ チ ダモに到する徴常はﾡ微な も のてあ る。他に被害 を 爲す 

原因が無い限 り、本墨の被害のみにて ャチダモが枯死する樣な こ と 

は殆と無い。6 月下旬一7 月上旬 トド ッ上に移行せる第二代の 

有翅盛 (ペの行ﾡ世雌ﾡ)はトドマッのﾡ際に30頭内外のf勤N 

ち幼三世代ﾡを産び。そのものは2-3ロて上t入り、トドマツ 

の機に特4 し樹液 を 吸收 し、共子孫は秋10月 旬 は て加管 する。彼 

害部は一やにﾡの分泌する白色綿状物で岐はれる。植裁當年の トド

一-I1-



マツに本蟲が寄生すると, 根が未だ充分活着してゐないので、•枯損 

を招く ことがあるが、一旦活着したものは本蟲の被害のみにては、 

枯死する様な 2 と は殆と認め られない。又苗風 などでは床林直後、 

活着前に本蟲の寄生 を受けると 枯死を招 くことあるも、ﾡ置床の分 

は他に原因 (例早害、風害、寒霜害或は他の昆蟲、動物の害等) 

が無い限り、本経の加害のみにて枯死を招來する 乙とは稀である。 

要するにトドマッ上に於けるﾡ害は、根部に於て行はれる關係上、 

本道の如く 夏季多雨濕潤な地方に於て は' 植栽常年の も の を除いて 

は、多少生長を阻害される乙とあるも、枯死を招來するが如さ乙と 

は殆と無い。

五經過習性

第一世代 (基礎世代)件問 rundatrix

前年11月頃第元川代の行性雌ﾡに依つて* チ ダモの樹皮下又は裂 

目等に産下された卵は4月中旬一5月上創頃に解化し、それよ り4生 

じなる第一代 (幹町) の第一ﾡ曲はヤチダモの新ﾡを求めて上方 

に步行し、樹液を吸收し葉の出盛る頃成熟幹母となる。そのものは 

無翅で腹部 を 白色の綿様分泌物てﾡはれてゐる。単性生殖につて 

多數の仔蟲(第二世代第一齡蟲)を胎生する。

第二世代 (移動世代) Migraus alata

第二世代蟲は幹母 と 共に ャチダモ の葉裏又は葉柄部に寄生 し、葉 

を締し鳥県状の信雌ﾡをﾡる。第二代ﾡは 6 月中旬頃蛹とな 

る。6月下旬乃至7 月 上旬 に有ﾡ となり、 トドマツ に移住 して地際 

に第三世代ﾡ約30頭を産び。

第三世代 (移世代) Exsuilams

・ドマッの根元に産下されな第三世代義は、他長1相内外て細長 

く體は赤色を帯び長2 口吻を有してみる。觸角及脚は透明で活潑に 

活動し、2-3日の間に土中に潜り、根に長合口ﾡを折入して生活す
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る。土中で脱皮する每に體が大さ くなら、充分生長すると 6節のﾡ 

角 を有する無翅雌蟲 となり、軍性生殖に依 り 多數の仔蟲 を産び。其 

仔蟲は成長の後再び 自己と同様もの を産び。斯樣な生活 を繰返 して 

10月中、下旬 になると 第四世代の產性蟲(有翅)となり外界に飛散 

する。ト ドマッが及季被害をﾡるのは第三世代の加害に依るのてあ 

る。

第四世代 (産性世代) Sexupara

産性蟲は春の第二世代有翅蟲 と 極速て 似た ものであ b、ﾡ部を多 

の 白色 綿狀物 を 以て 蔽 はれて ゐる ので、一名 雪蟲 (ユキムシ) と 

呼ばれる。ト ドマッのﾡから外界に飛出した産性ﾡは附近のャチダ 

モ、 アヲダモ、→シドイ、ライラック等を求めて移住する。目的の 

木に達すると樹皮下や割目等に集って、そ とに單■性生殖に依って有 

性蟲を生む。

第五世代 (有性世代) Sexuales
有性雌蟲は體長 1.2 •內外の小蟲て體の大部分は黄緑色である。 

ﾡは赤ﾡ色を星し、腹部に1 卵を藤 し、交尾後樹皮下又は裂目. に産 

卵 して死ぬ。雄はﾡよ り も小さ く、ﾡ長1ﾡ崩に過きず、変尾後間 

も無 く 死v。卵は精圓形で長徑 1 ﾡ内外、渋ﾡ色を星 し褐色熾状の 

濃色部を有してゐる。卵の儘て越冬 し翌4-5 月 頃孵化 し て 第一世

代蟲とな る。 ,

以上完全に五世代 を經過せ るもの を記載せ る が、現ﾡに知 b 得 

な範ﾡては トドマツ の根に寄生中の一部の ものは、秋運 く はて行ﾡ 

とならず、残イしてゐるものが往々殺見される照よ り初て、第三世 

代蟲 Exsulns 'の 中には秋 ヤ チダモに崎 らず、其位翌年弘てト ドマ ッ 

の根で生活 を繼績する ものがあ る樣に思ふ。光もシベッ *に産する 

本種には、斯様な生活を爲すものがある こ とは、、N. P. Nelle 氏が 

1918年 4月2日ツラジオストック に於て E*ulans を探集せ ることに
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,依って立證されてゐる。以上の経過をﾡ示すれば第13岡の如 く てあ 

る。

移動世代

第13園 トドノネ オyタム シの生近環

六 自然界の制滅

ドドノネオホツタムシには種々の天敵かあるが、それ等の中て最 

も活動してゐると思はれるものはテンタッムシ、 ヒラタアブ、 クサ 

カゲラ ウ、 サ:ム シ等てつ て、春秋移動の際蜘蛛類其他捕食昆強 

の犠牲となるものが少く ない。

七 防 除 法

本蟲は本道の主要樹種た るヤチダモ、 アヲダモを を主寄市 と し、 

・ドッを中間物主とて生活するものて、之が防除法としては次の 

方法がある。

(1) 6 月下旬一7 上何 トドマ ツ の根に本蟲が寄生す る と ・ﾡ

除は殆ん ど不可能で あ る か ら未だ本部が ヤ チダモ、アヲ グで等の葉 

(に等生し、ﾡ義ﾡをﾡつてゐる頃に被管部を切取り焼却する そと。
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(2) 4月下何 よ り う月 上旬頃第一世代の幼蟲が ヤ チ ダモ 上で卵 

から孵化し、新若に集った頃を見計ひ藥劑撒布をする 乙 と。光もこ 

れは植栽木が小さい間のみﾡ用 し得る も、高い・木と なれ殆ん ど不 

可能てある。

第14画 トドノネオポyメムシの 

ヤチダモ上にポける寄生 

状況(I利1346月13H)

第15園 トドノネオボアタムシ 

寄生に依るヤチダモの 

低曲ﾡ(昭和12年7j)

第16園 トド ノネ オホ ワ タムシの卜 

ド* ッに移住せる も のの産 

f寄生状況 (土ハに入る流 

1)(I和II547月16H)

第17国 トド ノネ オホ ワタ ムシの 

ヤチモ上Iに於け る越冬

箇所(昭和12年1丨月)
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(3) 最も 理想的方法はトド マ ッ 林の 附近に ヤチダモ 林 を仕立 な 

いこと。

(4 ) 苗間に於て は床件 と 云ム特種な操作があ る のて、・ドマッ 

苗木は活着前に本種の寄生 を受ける と、ﾡを招く ことがあるから 

トドマツ養成を目的とする苗圃て”は、其周的に生垣林としてヤチグ 

モを植栽することは避けべきてある。

(5) 天然林に於て は本ﾡがﾡ令ﾡ心してゐても、トドマッ 及ヤ 

チ ダモ の混淆林が立派に成立 してゐる と ころが珍ら しくない。之は 

立地の條件がトドマツ.ヤチダモの生育に適してゐる關係上、樹木 

の生長が旺盛な爲め•多少の蟲害を被っても立派な森林を形成して 

ゐるのてある。之等のよ り 観て、澤沿の肥沃地造林地の加 く、立 

地の條件良好なと乙ろではトドマツ、ャチダモの混植を敢て排斥す 

る必要が無いと思ふ。尙兩樹種を混植せんとすると2は トドマッを

チダモム り2-3年に植を基活着及生長が交全になつてか ら ヤチ 

ダモ を混植すると よい と思ふ。

( 6) 知の 中に孤立せ る 防風林、防雪林等の如 S 風衝地帶 とか、 

或は地勢、土壌其他の環境要素が トドマツやャチダモの生育に不適 

常な場所 に造林 を行は ざるべからざるときは、成る可く 兩者の 内一 

ﾡ種のみを選ﾡして植戦するを交全と思料す。

(7) 日下調査中に屬するが、夏 トドマツの根で生活する ものの 

中には. 秋になつても 有型ﾡ とならず、其儘第三世代建の形で越冬 

する もののある らしa 乙 と は旣に述べた通り である。賞際シベ ャ 

にポけ る 本種及歐洲 に於け る 近似種の記錄では、元代の生活 を な 

すものより 第三世代の形で年中 ・ドマ ッ の根に寄生 して ゐる ものは 

大害あるのてある。機な生活を行よものがあるとすれ、充み注 

恋しなければな らないが、然し北海道の氣象上から見れば乙れとて 

大した問題にな らと思人。
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III マアカスカシノメイガ

一 昆蟲分類學上の位滑並名稱

ﾡ目 Lepidoptera

虹収科 Pyralidae

ノメイ ガ亜科 Pyraustinac,

マヘアカシノメイ ガ Margaronia (Glyphodes) tigropunctalis 

Brem. (Syn. Margaronia neomera But.)

和異名、 マヘボシスカシノメイガ、 フクラモチノメイガ、 フクラ 

モチテフ、 ヲレイフメイガ、 キベリ ウス ギヌ。

二形 態

成、蟲

成蟲は前後翅共臼色半透明、光線の工合により少しく紅白を帶 

ぶ。前翅の前緣は黃褐色. 中室の前緣に黑褐色の三黙を縱列し、商 

中室外緣に も暗黑色の一照あ り。第二室の中央に環兼の暗色紋を具 

へ、亜外緣線は暗色、外縦に7個の黒小を列らW。後翅は中’室の 

外緣に一暗色隠あり, 外緣に於ける暗色帶及び緣黝は、前翅と異ら 

ず。何れも光澤ある白色の絲毛を裝ふ。體は銀白色、下唇鬚は灰褐 

色、前頭•前胸の兩側.尾端の一紋、前翅の腿節及び脛節(内側に 

て)は黄褐色な り。體長12-15相、刻の開張26-40相 (第18図)

幼 ﾡ

幼蟲は綠色、兩端細を り て紡錘形を呈す。頭淡黄・色。雨間に一黒 

を具へ、淡2黄褐毛を粗生す。第二及び第三節の兩側にある疣状 

突起の前後に ある一照は黑色、夜狀突起は緑色にして 之 よ 一本の 

談淡縦モをず (第18図) , .

師

幼蟲 は老熟すれば薄 S絹布状の繭 内 にて ﾡ化する。獅の色はﾡ色
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にして繭の外部よ り透って見える。ﾡ長10-15ﾡ。

n 轟

三分 布

分布は稍廣く 日本全土,支那.市洲、西北利亜、印等に及ぶ。

四 企価植物及破害状況

ヤチダモ、 ハシドイ. ライラック、 フクラモチ、 アヲギッ、 ヲレ 

4 フ等てあるが、 ャチダモの場合は特に葉を猛烈に食害し、驅除せ 

ざれは一樹の全葉無 合 まてに至 らしぴるそとあり。2-3年生の幼苗 

なろ場命は、その生長をﾡ害せらるゝも,齢木にありては本ﾡの 

食害のみにては枯損するが如2 乙とは殆と無い。幼豊は年2-3同殺 

生し、早合ものは5.6月より現はれ、 運合ものは9月頃はて企者す 

る。6-8月まての食害は樹木の生長を阻者するも、8 月下旬一9 

月 頃發生の もの は樹木の生長休止期 に近3 關係上、ﾡ令全葉 を企書 

せらるるも 枯死の虞が無い。

五經過習性
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發生は年二囘, 第一のは6月、第二同は9月、10月に現はれ 

る。ﾡ太にては8月、日光にては6月、四國にては 9 月、北海道黑 

岩にて は 7 月下旬 、 野幌に ては8月 中旬及10 月 抑獲せ らるるところ 

を.見れば、其發生は一定せざる ものの如く てある。

幼蟲は數葉を捲？其中にありて食害する。木を動搖すれば絲を吐 

3地上に落下する性質がある。幼ﾡが昭和11年8 月下旬一 9 月上旬 

達別間に於て "チダモ5 萬 7 千本食害せ ることあるが、ﾡは 9 
月上、中イ葉を推き込み、 北中に白色のﾡ商を作つてﾡ化し9月下 

句成経となった。蛹期は二週間前後である。昭和11年9月上旬ー中 

句 に は野幌伊達屋敷試驗苗圃の ャチ ダモ 3年生首木を食害せる こと 

あ り。蛾の發生は 9 月下旬及10月 中句 に及んでゐる。

黒岩鐵道防雪林では本年 7 月中旬老熟せ る 幼数及ﾡ化後間も 無 e 
幼難を多数殺 しな。老熟せる ものは7 月中旬ﾡ化 し、7 月下旬成 

蟲となった。同地方の防雪林には春よう秋まで絕えず新し？幼蟲が 

彼生加害す る ものの如く である。

越冬に關 して は松村松年博士に依れば成認の有樣にて越年す と あ 

り ・ 佐々木忠次郎博士に依ればﾡの有様にて越年し3-4月 に羽化す 

と あり、中川元次郎氏に依れば幼蟲の儘にて越年す と あ りて、其經 

過一定せぎ ること を知る。越冬に關 して は尙研究の除地あ る も のて 

ある。

六驅除法

本ﾡのﾡ除法と しては次の方法があ る。

(1) 苗削、庭園、防雪林、其他小面積の場合は幼蟲の捕殺が最 

も 有数てあ る。

(2) 静穩 日 に は餘り燈火に飛來せざる を以て、少しく 風の ある 

日 を利川 し風下に燈下を置 く と e は多少誘殺 し得る。

(3) 成ﾡには小群を爲し居るを以て、捕蟲網にて採集する 乙
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と。

( 4 ) 幼ﾡ時に は砒酸鉛の溶液若 く は札幌合報 を撒布す ること。

(5) 鳥巢箱 を架設: し鳥類 を誘致 し驅除せ しむる こと。

附

幼払のヤチダモ食中の 

tの(昭和15年7小17H)

第20圏 山越郡長西部村字 ロクツ、界岩 

防雪木に於け るヤ火モのマへ 

アカス カシ ノメイカ.に依る み 

状況 m利II5年7月1Il)

第21園 アカ“マザウの成血に依 

るヤチダモ破害竹 

(昭和I5年7月1IH)

第 22 圖 ト ドノネ オホソタムシの ャ チダ 

モ 低曲拠 とマヘアカスカシノメ 

イ カ・ 幼蟲及アカ クマ ザ ウ 幼曲の 

食害ﾡ況(昭利15年7IIH)
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函館本線黑岩一國縫間鎌道防雪林に於てヤチダモ造林木の枯死す 

る原因 ・

昭和14年7月97日の北海タイ ムス紙上に黑岩一國縫のヤチダモ枯 

死の原因が、ャチダモの附近に トドマツ を造林せるため、トドノネ 

オホワタム シ の發生 を 誘致せる 結果 な り と 掲載 さ る る に及び、當時 

の函館•皆林區署長松下善吉技師は管下に於ける造林技術上の帀要問 

題と してW心を寄せられ、之が眞相の究明 芻當場に依頼されたり。 

當時トドノネオホワタムシに關しては野幌國有林に於て形態,生 

態,被書程等一通 り調査濟な め しを以て、敢て此問題に關 し究明 

の意志なかりしも、民間業者間には該記事を引用しトドーッと"チ 

ダモの退植問題に關 し頻々 と 照會を寄せられる に及び、著者は之が 

県相の究明 を命ぜ られた。請ば本編が復命書の一部ルてあ る。

(1) 調査箇所 及面積

山越郡長茜部村字ロクツ、黒岩一ﾡﾡ間ﾡ道防"林、黒岩林地V. 

右

(2) 延長349.23米、地積299.5ァ-ル

( 3 ) 植栽樹種及年度、大正 3 年10月 ヤチ ダモ 10,460本植栽、ﾡ 

植ヤチダモ6,400本 (年次不)

( 4 ) 地林祝の概要

噴火浅 よ り 500-800米離れな る 平坦地の鐵道沿線に植栽せ る*チ 

ダモ林に して土ﾡは次の如 く てあつ2。

落葉ﾡ植府1.0ﾡ、黒色土5.0神、ﾡ色土5.5福、火山が9.0梅、以下 

泥ﾡ用。昭和15年7 月12日に於ける地下水は地上よ り60神内外であ 

つ72。

植栽せる ャチダモの大半は枯損若 く は衰弱 しつ、あり、現状の儘
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ては今後毎年枯損木を生ずる傾向がある。林床植物と してはオ= シ 

モッケ. ワラビ、 ヒメシダ、 シロワレモカウ、 ミッセウ、 アザミ 

=ゾョモギ、 スミレ、 ナウ ド其他等てあつな。

調査地内に於け る被害輕微な林分 及現住被害を被 り つ 、 ある林分 

に於け る生長 と、ﾡ枝及信ﾡ拠着生敷の概要を記側すれば第2 表の 

如くてある。 .

第2衣 黒岩防林にがけ るヤチダモ の生長 と 

被害に關する調査

接潮風を受け作ら掛害を破りつ、ある林分Aと直接湖風を受け 

ず豊害 を彼りつ、ある林分B の着生 してゐる 生枝數 及枯枝數 よ り 列 

ﾡして、A林分の方は校が年々枯れて行く傾向見られる。メトドノ 

ネオホワタム シ の僞疆痩着生數は A 林分の方 に多 く B林分の方には 

少なv。

次に同林地に於て ャチダモ の生長旺盛 と認め らる、の を桃幹析 

解せる に第23 圖の如 く てあ る。

ﾡ令29年の 間 に於 て最も 旺盛 な 生長 を公しなのは11年日よ り15年 

目の間てある。之を年代にて示せば大正11年一15年頃に相常する。 

而して其前後は生長良好な らず、今日 に及んでゐる 乙 とが判る。

(5) 黑岩防雪林の 沿革

黒防雪林の ャチダモは 大正 3 年10月 に植栽せ る も ので後一

ﾡ植を行つてゐる。随つって第1回目に植栽せるものは樹商高10米に達 

2ふ 20 15 10

第23国 黒岩防雪木産 ヤ チダ モ樹析に

(原ﾡの1)

D=ョ 

II=

するものあるも、ﾡ植せるものは4-5 

米のものが多い。昭和2一4年頃にヤチ 

ダ e の葉 を食害する 害蟲が猛烈に發生 

し、多數枯損木を出した乙とがある。 

札鐵防雪•掛木村延喜氏の談に依れば、 

諾町害曲名 を トネリ コハバ、チ と稱せ 

るも置鑑と異り拡ﾡ間をきな り と云 

ふ。然るに今囘 アカ タマザウム シの幼

蟲と稱するものを見て、當時の害経は 

全 く 本ﾡと一致せる 乙 と を指摘せ られ

た黙より考へて、アカタマザウムシは 

今 よ り 14--15年前UEにﾡ生し居 乙 と 

が判る。其後害蟲驅除 と しては昭和8 

年7月、M和13年 s 月、M和14年 s 月 

等に行った記錄がある。

( 6) 季@風の影響 -

八災町役場にてﾡ測せ る I火消地帯の氣温及ﾡ向 を単 ぐ1ば第3 

炎の如くてある。

県地方のYチダモの開券するのはう 月上旬噴からで落葉は 10月 

上仙頃iであ る。而 して ヤチ ダモの生長量も川なる5-8月 に於け る

常風は東及南東に して、昭和1年度の記ﾡてはその4 ケ 川 間に68H 
も吹な。同地方の人は東及東南風を普通ャ北とﾡしてるる湖風
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てあつて、樹木の生長に非常な悪影響がある 乙とは單にャチダモに 

限った譯では無い。

第3表 八地方に於ポけ る 気温及風向間査 (昭和14年度)

八雲町役場観測記錄に依る

月次

氣 温

10時不均

風- 向向

北東 東 南 商 南四 西 内北 北 静躍 t

4 6.9 1 6 2 2 4 3 10 I 1 30

5 12.5 0 7 10 1 3 1 5 0 4 31

6 14.8 3 14 5 1 3 1 1 0 2 30

7 21.8 1 8 7 0 5 7 1 0 2 31

8 23.9 1 13 4 1 5 6 1 0 0 31

9 21.3 0 11 0 0 0 15 1 0 3 30

10 13.9 I 2 0 0 3 12 6 1 6 31

t — 7 61 28 5 23 45 25 2 18 、 -

5一8月交計 5 42 26 3 16 15 8 0 8 —

とは枯枝の先端にして、代蟲穿孔の痕跡な2 もの殆と皆無なる熱よ 

り見ても 立證 し得 る のてあ る。而も 本ﾡは前述の如 く、昭和 2-3 年 

頃 り發生してゐたものて同林地は過去15年間に互り、本費の破害 

を被り た•る形跡があつて、著しく生をﾡ害されたそとは、ﾡ幹析 

解の結果と略一致してゐる。

斯樣に 黒岩の ャチダモ 防・林は 3 種の蟲害 も被 り 非常に衰弱 し つ 

、ある上に、常地方特の東及東商市のﾡ風が5 よりS 月まてに60 

I以上も 吹 く ので遂に枯死 を早め る のてあ る。普通の林地に於て は 

生長比較的良好な るべ？ 箸の東及南東面の不良な こ と は、樹件析解 

の際とつた囲板の測定結果に現はれてゐて、加何に樹木の生長に潮 

風の影響があるかがる。

以上黑岩防雪:林 ヤチ ダモ ﾡ損の原因 に つ い て簡軍作 ら 一通 り 解設 
' ・

を試みたが造林技術上立地と樹種の選定が如何に重要な役割を演ず 

るかせ知つて頂け (は単外の幸てあ る。

(7)結 論

現在黑岩鐵道防雪林の ヤチ ダモ 林に は、主としてトドノ ネオポッ 

タムシ、 アカタマザウムシ、 マヘアカスカシノメイ ガの三種が寄生 

し破害を奥へてゐる乙とは色に述べ2通りてある。著者の観察では 

之等の内最も ャチ ダモ に有害な のは アカケマザッム シてあ らうと思 

ふ。ヤチダモに ト ドノネ オホ ッタ ムシが僞蟲酸を造つて被害を爲す 

期間は6月下イー7月上旬ててあるから破害期間が極めて短い。 

マヘアカスカシノメイ ガは幼数のみが加管するのて、成蟲の加害は 

無v。 殺生は非常に不規則て、年2-3回殺生して"チダモの葉を 

食害 し樹勢 を責弱せ しめる。アカタマ ザ ウムシ の幼蟲は年 2 同袋生 

しャチダモの葉を食者し、成議は葉、葉柄、新芽及其周圍と食害す 

る。熟中成蟲は7月及10月二囘發生し.翌年開芽すべさ新芽に被害 

を與ふる 關係上、枝 を枯死せしめ大害 を與ふるものである。2のz
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